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高温・多湿の環境で熱中症リスクは高まります。
熱中症は屋外だけでなく室内で静かにすごしていても発症する
ため、正しい知識を身につけることが熱中症予防の第一歩です。

熱中症になりやすい人の中でも注意が必要なのが高齢者です。
令和７年５月～９月の都内における熱中症救急搬送者のうち
過半数が高齢者でした。また、約３割が住居で発症しています。

出典：�消防庁「令和７年（５月〜９月）の�
熱中症による救急搬送状況」より

高齢者の
救急搬送率
52.7％

救急搬送者の
住居での発症率
34.4％

□エアコンや扇風機で室温をこまめに調整する
□こまめに水分・塩分を補給する

入浴前後や起床後など喉が渇いていなくても飲む習慣をつけましょう。

□外出時は、帽子や日傘、日陰を利用し直射日光を防ぐ
吸湿性・速乾性のある通気性のよい服も効果的です。

□保冷剤、氷、冷たいタオルなどで体を冷やす
三大局所冷却（首の前面、両脇、足の付け根など）がおすすめです。

□十分な睡眠とバランスの良い食事を心がける
暑さは睡眠の妨げになるので、冷感寝具やエアコンを活用しましょう。

梅雨時期は
注意が必要です！

湿度が高いと汗が蒸発しにくくなるため、
体の中に熱がこもり、熱中症を発症しや
すくなります。
気温が同じでも、湿度が高い日
は注意が必要です！

熱中症予防チェックリスト！

特に特に高齢者高齢者はは

 要注意 要注意です！です！
室内室内でもでも

　危険　危険です！です！

熱中症による救急搬送人数熱中症による救急搬送人数（都内）（都内）

9,3159,315人人
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を しましょう！
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関係協力機関の
役 割

　日常業務の範囲内で、地域の高齢者に対して、ゆるやかな見守りを行い、何らか
の異変を発見した場合は、区や地域包括支援センターに連絡します。
　関係協力機関には、区の全域で見守りに協力する「全域型」と地域包括支援セ
ンターの担当区域内で見守りに協力する「圏域型」があります。

　台東区では、地域の見守りの目を増やし、見守りネットワークの強化・充実を図る
ため、高齢者に関わる業務や、台東区内を定期的に巡回、訪問をしている業者等との
協定締結や登録をすすめています。
　高齢者が安心して暮らせる地域づくりを進めていくため、高齢者の見守りにご協力
いただける事業者を広く募集しています。

関係協力機関が増えました！

問 い 合 わ せ 先
〒 110 ー 8615　台東区東上野 4 ー 5 ー 6　台東区　高齢福祉課　庶務・計画担当　電話 03－5246－1221

区　分 事　業　者　名 登　録　日

圏 域 型

川西運輸株式會社（台東区台東 2-6-12） 	 令和 8年	 4 月	 27 日

有限会社　村田屋酒店（台東区松が谷 3-11-14） 	 令和 8年	 5 月	 13 日

ローソン浅草観音店（台東区浅草 2-28-25） 	 令和 8年	 5 月	 25 日

株式会社　湯葢（台東区北上野 2-1-1） 	 令和 8年	 5 月	 29 日

令和８年６月１日現在　103機関・事業者　協定締結・登録中！
※詳しくは、区のホームページに掲載しています。

高齢者地域見守りネットワーク
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高齢者の方へ

熱中症は急激に悪化することがあります。重症まで悪化
してしまうと、自力で救急車を呼ぶことが難しくなります。

「おかしいな」と感じたときは、絶対に我慢せず、
すぐに医療機関を受診してください。

外出先などで
一時的に暑さをしのぐために 
公共施設等に開設されている
「�涼み処・クーリング�
シェルター」�
を利用しましょう。

救急車を呼ぶか迷ったときは、 
「＃7119（救急相談センター）」に
相談してみましょう。
※�つながらないときは、�
ためらわず 119番へ

ひとり暮らしの


